
お申込み・お問い合わせ

TEL：018-889-2270

秋田大学 HP：http://www.akita-u.ac.jp

地方創生・研究推進課地方創生・研究推進課

申込締切 ： １１月１６日 ( 金 )

対　象 ： 一　般、 高校生

定　員 ： ６０名 （要申込）

受講料講講 ： 無　料会　場 ： 秋田大学 鉱業博物館

主　催 ： 秋田大学地方創生センター

後　援 ： 秋田大学高大接続センター

日　時 ： １１月２５日（日） １０:００～１５:５０

世界の未来を拓く国際資源学世界の未来を拓く国際資源学
平成３０年度秋田大学市民講座平成３０年度秋田大学市民講座

金属 ・ 非金属資源、 石油 ・ 天然ガス資源——このような資源の探査や開発分野

において現代社会が直面している資源問題を解決するためには地球科学や資源

開発工学といった科学技術に加えて経済や政策など文系分野の観点からの幅広い

戦略も求められています。

本講座では国際資源学に関係する社会科学 ・ 自然科学 ・ 工学のさまざまな最新

研究の成果について秋田大学国際資源学部の気鋭の研究者が高校生を始めとす

る一般の皆様へわかりやすく解説を行います。

『掘削から復元する地球環境変動や富士山噴火』
秋田大学 国際資源学部 資源地球科学コース

准教授　スティーブン･オブラクタ

秋田大学 国際資源学部 資源政策コース

教授　縄田　浩志

『稀少な資源を分かち合う知恵 ： イスラーム文化に学ぶ』

秋田大学 国際資源学部 資源開発環境コース

秋田大学 国際資源学部 資源開発環境コース

秋田大学 国際資源学部 資源開発環境コース

教授　柴山　敦

教授　川村　洋平

教授　長縄　成実

『最新の資源技術を語る ～未来に向けたチャレンジ～』

① 『最新の資源学から読み解くこれからの資源生産』

② 『秋田から世界に発信！未来を拓けスマートマイニング！』

③ 『未来の地熱発電｢超臨界地熱発電｣の実現を目指して』

講義 １
１０:００～１１:３０

講義 ２
１２:３０～１４:００

講義 ３
１４:１０～１５:５０
① １４:１０～１４:３０
② １４:３５～１５:１０
③ １５:１５～１５:５０



平成 30年度秋田大学市民講座

世界の未来を拓く国際資源学
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【世界の未来を拓く国際資源学】申込用紙【世界の未来を拓く国際資源学】申込用紙

〒

※ （電話は※ （電話は、日中連絡のつきやすい番号をご記入ください。）日中連絡のつきやすい番号をご記入ください。）

秋田駅秋田駅

●自家用車でお越しの方
手形キャンパス構内駐車場をご利用ください。
路上駐車はしないようお願いいたします。
正門を入って右手の総合案内所にて空いてい
る駐車場をご確認願います。

●バスでお越しの方
秋田駅西口から手形キャンパスまで所要時間
約１１分（運賃１９０円）です。
▽路線：手形山経由大学病院線
▽乗場：秋田駅西口１２番
▽下車：鉱業博物館入口

●徒歩でお越しの方
秋田駅東口から手形キャンパスまで所要時間
約２６分（１．９ｋｍ）です。

講義題講義題

講義題講義題

講  義  2
12：30～14：00

講  義  １
10：00～11：30

講  義  3
14：10～15：50
① 14：10～ 14：30

② 14：35～ 15：10

③ 15：15～ 15：50

ICT を活用した次世代の “高度情報化鉱山操業”（スマートマイニング）を開
発する研究について紹介します。人工知能（ディープラーニング）や Ad-hoc
通信といった最先端のソフトコンピューティング技術を鉱山工学に適用し、
安全・高効率な鉱山操業を目指します。

最近は電気自動車や自動化運転などが盛んに取り上げられます。両者に関わ
る資源技術をご存知でしょうか。資源を効率よく利用するために行われてい
る研究開発の一例を、鉱物資源に焦点を当てて紹介します。

中東などの沙漠・乾燥環境では、水・植物・動物といった資源は非常に限ら
れており、獲得には不安定な要素があります。苛酷な環境だからこそなおさら、
人間はその稀少な資源を分かち合い、お互いを助け合う知恵を発達させてき
たと考えられます。同時に、石油・天然ガスという資源に恵まれた国家は、
その利益をどのように分配していくか苦労して取り組んできました。本講座
では、イスラーム文化に焦点をあてながら、中東における資源の分配と管理
をめぐる現状と課題について、紹介します。
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月
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日
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［講義概要］

講師講師
・
概要概要

なぜ地球科学者は掘削をするのか、そして得られた試料がどのように役に立つ
かについて講義します。特に海底での掘削からの環境復元や、湖底での掘削か
ら明らかとなった富士山の未知の噴火について話します（講義は日本語）

講師講師
・
概要概要

（３部構成）

地下5000mの深さに眠る 400℃以上の高温の熱水を利用する未来の地熱発
電「超臨界地熱発電」の実現を目指して、秋田大学が行っている最先端の掘
削技術開発やアイスランド、アメリカなどの各国の研究動向を紹介します。

日　程日　程

講義題講義題
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②
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